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占種がマイクロコロニー形成に重要な役割を果たしていると考えられた．   
 第5章では，低有機物負荷MBRの膜ファウリング発生における温度の影響を明らかにす
るために，異なる季節にそれぞれ3種類のMBRを運転した．結果として，低温下において極
めて高い再現性を伴って膜ファウリングが発生した一方で，高温下においては，膜ファウ
リングを発生する系と発生しない系が確認された．水質パラメーターを比較した結果，膜
透過流出水の溶解性有機炭素（DOC）に大きな違い観察された．膜ファウリングが緩和さ
れた高温MBRでは，活性汚泥内にDOCは蓄積せず膜を透過しており，活性汚泥中のDOCの
膜透過性が膜ファウリングの発生に影響を与えていることが示唆された．細菌叢解析の結
果，低温・低負荷では，活性汚泥細菌群は活性を維持できず，発生したDOCは分解されな
かった．一方で，高温・高負荷では，活性汚泥細菌群は運転期間中に大きく変動しており，
膜ファウリングが緩和した系では，細菌多様性が維持されることが明らかとなった．以上
の結果は，細菌多様性が膜ファウリングを発生させるDOCの分解に寄与しており，細菌多
様性を維持することが膜ファウリングの制御に重要であることが明らかとなった．  
第6章では，本論文で得られた各章の結果を総括した．  
以上のように，本論文は，MBRを低有機物負荷で運転することで，急速なバイオフィルム
形成を伴い発生する膜ファウリングを詳細に解析し，バイオフィルム形成を担う細菌およ
び膜ファウリング発生機構を理解する上で重要な知見を提供し，MBRの膜ファウリング制
御に向けた運転の確立に貢献するものと考えられる．  
 
